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地元の魅力を再発見!「小野校区写真コンテスト」を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

■目的 

写真を通して小野校区の魅力を再発見する機会を創出し、区民にふるさとへの誇り

と愛着を持ってもらうとともに、校区外の市民にも小野校区の魅力を広く発信するため。 

 

■募集要項など 

募集作品：過去 5年以内に小野校区内で撮影された風景写真及び人物写真 

作品募集期間：令和 3年 8月 1日（日）～9月 30日（木） 

応募規定：校区内で撮影された未発表の作品。1人 5点以内。校区外の人も応募可

能。デジタルデータ、現像写真、インスタグラム投稿により提出。 

募集部門：風景部門及び人物部門 

   特集：コロナ禍の中の子どもたち（小野小学校に依頼） 

 

■実施内容 

 過去最大の風景部門 62 点、人物部門 52 点あわせて 114 点が集まりました。10 月

20日に九州産業大学名誉教授の小河修次氏（古賀市薬王寺区在住）が審査委員長を務

める審査会を実施、入賞作品 29点を決定しました。 

入賞作品は例年「野幸山幸おのまつり」で展示をしていましたが、コロナ禍の影響

で、昨年度から大型テレビを活用して各自治会の公民館で移動展示を行う方法に切り

替えました。また作品集を制作することで、多くの市民にふるさとの魅力が認知され

る機会をつくりました。 

 

■移動展示日程 

1月 9日（日）薦野区公民館、16日（日）米多比区公民館、23日（日）薬王寺区公

民館、30日（日）小山田区公民館、2月 6日（日）谷山区公民館 

 

古賀市小野校区運営協議会は、広く校区内の魅力を再発見するための機会創出とし

て、平成２９年度から「ふるさと自慢ひと自慢 小野校区写真コンテスト」を開催し

ています。 

今回で５回目となる今年度も、コロナ禍で実施可能な数少ない活動として例年通り

開催し、１１４点もの応募作品から入賞作品２９点を決定しました。地元の小野小学

校の協力を得て取り組んだ、「コロナ禍の中の子どもたち」をテーマにした特集では、

子どもたちの日常を切り取った、たくさんの写真が寄せられました。 

【問い合わせ先】 

  古賀市役所 まちづくり推進課地域振興係  担当：智原 

  電話：092－942－1165   


